
(57)【要約】

【課題】さらなる広視野角化の可能な半透過型液晶表示

装置を提供する。

【解決手段】本発明による液晶表示装置では、下部偏光

板と表示パネルの下部の基板との間に補償フィルムが挿

入されている。さらに、液晶表示装置の内部では、反射

領域にのみ位相遅延層が形成されている。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ 基 板 、
　 前 記 第 １ 基 板 の 内 面 上 に 形 成 さ れ て い る 透 明 電 極 、
　 前 記 透 明 電 極 の 一 部 を 覆 っ て い る 反 射 電 極 、
　 前 記 第 １ 基 板 の 外 面 に 接 着 さ れ て い る 第 １ 偏 光 板 、
　 前 記 第 １ 基 板 と 前 記 第 １ 偏 光 板 と の 間 に 接 着 さ れ て い る 補 償 フ ィ ル ム 、
　 内 面 が 前 記 第 １ 基 板 の 内 面 と 対 向 し て い る 第 ２ 基 板 、
　 前 記 第 ２ 基 板 の 外 面 に 接 着 さ れ て い る 第 ２ 偏 光 板 、 及 び 、
　 前 記 反 射 電 極 と 同 じ 領 域 内 で 前 記 第 ２ 基 板 に 形 成 さ れ て い る 位 相 遅 延 層 、
を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 ２ 基 板 の 内 面 上 に 形 成 さ れ 、 前 記 透 明 電 極 の 露 出 部 分 と 対 向 し て い る 等 方 性 媒 質
層 、 を さ ら に 有 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 ２ 基 板 の 内 面 上 に 形 成 さ れ 、 前 記 透 明 電 極 の 露 出 部 分 と 前 記 反 射 電 極 の 少 な く と
も 一 部 と 対 向 し て い る 等 方 性 媒 質 層 、 を さ ら に 有 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ 偏 光 板 の 透 過 軸 と 前 記 第 ２ 偏 光 板 の 透 過 軸 と が 直 交 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 液
晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 補 償 フ ィ ル ム が 、 前 記 第 １ 偏 光 板 の 透 過 軸 に 対 し て 平 行 な 遅 相 軸 を 有 す る 、 請 求 項
４ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 補 償 フ ィ ル ム の 厚 さ を dと し 、 そ の 厚 さ 方 向 、 前 記 遅 相 軸 の 方 向 、 及 び そ れ ら に 対
し て 垂 直 な 方 向 で の 各 屈 折 率 を n z 、 n x 、 n y と す る と き 、 前 記 厚 さ 方 向 に 対 し て 垂 直 な 方 向
で の 位 相 遅 延 値 R o と 前 記 厚 さ 方 向 で の 位 相 遅 延 値 R t h と が そ れ ぞ れ 、 次 の 不 等 式 を 満 た す
、 請 求 項 ５ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 ：
　 40≦ R o ＝ (n x － n y )× d≦ 60、
　 150≦ R t h ＝ [(n x ＋ n y )／ 2－ n z ]× d≦ 250。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 厚 さ 方 向 に 対 し て 垂 直 な 方 向 で の 位 相 遅 延 値 R o が 50程 度 で あ り 、 前 記 厚 さ 方 向 で の
位 相 遅 延 値 R t h が 200程 度 で あ る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 補 償 フ ィ ル ム が 二 軸 性 フ ィ ル ム で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 位 相 遅 延 層 が １ ／ ４ 波 長 位 相 遅 延 層 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 位 相 遅 延 層 が 、 前 記 第 １ ま た は 第 ２ 偏 光 板 の 透 過 軸 に 対 し て ± 45゜ の 角 度 で 傾 い て
い る 進 相 軸 、 を 有 す る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 位 相 遅 延 層 が 前 記 第 ２ 基 板 の 内 面 に 形 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装
置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 第 ２ 基 板 に 形 成 さ れ て い る 色 フ ィ ル タ 、 を さ ら に 有 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表
示 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 色 フ ィ ル タ の 色 が 、 赤 色 、 緑 色 、 ま た は 青 色 の い ず れ か で あ る 、 請 求 項 １ ２ に 記 載
の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
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　 前 記 透 明 電 極 の 露 出 部 分 と 同 じ 領 域 で の 前 記 色 フ ィ ル タ の 厚 さ が 前 記 反 射 電 極 と 同 じ 領
域 で の 厚 さ よ り 大 き い 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 位 相 遅 延 層 は 、 重 な っ て い る 前 記 色 フ ィ ル タ の 色 ご と に 厚 さ が 異 な る 、 請 求 項 １ ２
に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 第 ２ 基 板 に 形 成 さ れ て い る 共 通 電 極 、 を さ ら に 有 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示
装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 共 通 電 極 と 前 記 反 射 電 極 と の 間 隔 が 前 記 共 通 電 極 と 前 記 透 明 電 極 の 露 出 部 分 と の 間
隔 よ り 狭 い 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 共 通 電 極 と 前 記 反 射 電 極 と の 間 隔 が 前 記 共 通 電 極 と 前 記 透 過 電 極 の 露 出 部 分 と の 間
隔 の 半 分 で あ る 、 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 補 償 フ ィ ル ム が 前 記 第 １ 偏 光 板 の 表 面 に コ ー テ ィ ン グ さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載
の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 反 射 電 極 の 表 面 に 凹 凸 が 形 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 液 晶 表 示 装 置 は 現 在 最 も 広 く 使 用 さ れ て い る 平 板 表 示 装 置 の 一 つ で あ る 。 液 晶 表 示 装 置
は 、 電 界 生 成 電 極 （ 画 素 電 極 と 共 通 電 極 等 ） が 形 成 さ れ て い る 二 枚 の 表 示 パ ネ ル と 、 そ の
間 に 挟 ま れ て い る 液 晶 層 と で 構 成 さ れ る 。 電 界 生 成 電 極 間 に 電 圧 が 印 加 さ れ る と き 、 液 晶
層 に は 電 界 が 生 成 さ れ る 。 液 晶 層 で は そ の 電 界 に 応 じ て 液 晶 分 子 の 配 向 状 態 が 決 定 さ れ 、
透 過 光 の 偏 光 状 態 が 制 御 さ れ る 。 そ れ に よ り 、 各 画 素 の 輝 度 が 調 節 さ れ 、 表 示 パ ネ ル に は
所 定 の 映 像 が 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 液 晶 表 示 装 置 は 利 用 さ れ る 光 源 に 応 じ 、 透 過 型 、 反 射 型 、 及 び 半 透 過 型 に 分 け ら れ る 。
透 過 型 液 晶 表 示 装 置 は 表 示 パ ネ ル の 背 面 に 配 置 さ れ た 照 明 部 （ バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト ） を
利 用 し て 画 像 を 表 示 す る 。 反 射 型 液 晶 表 示 装 置 は 、 自 然 光 等 の 外 部 光 を 利 用 し て 画 像 を 表
示 す る 。 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 は 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 と 反 射 型 液 晶 表 示 装 置 と の 各 構 造 を
結 合 さ せ た 構 造 を 有 し 、 透 過 モ ー ド と 反 射 モ ー ド と の 二 種 類 の モ ー ド で 動 作 す る 。 屋 内 や
外 部 に 光 源 の 存 在 し な い 暗 い 所 で は 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 が 透 過 モ ー ド で 動 作 し 、 内 蔵 の
光 源 （ 照 明 部 ） を 利 用 し て 画 像 を 表 示 す る 。 一 方 、 昼 間 の 屋 外 等 、 高 照 度 の 環 境 で は 半 透
過 型 液 晶 表 示 装 置 が 反 射 モ ー ド で 動 作 し 、 外 部 光 を 反 射 し て 画 像 を 表 示 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 で は 、 二 つ の 表 示 パ ネ ル の 各 外 面 に 偏 光 板 が 接 着 さ れ て い る 。 各
偏 光 板 は 、 入 射 光 の う ち 、 特 定 の 偏 光 成 分 の み を 透 過 さ せ る 。 表 示 パ ネ ル と 偏 光 板 と の 間
に は １ ／ ４ 波 長 位 相 遅 延 フ ィ ル ム が 配 置 さ れ る 。 光 が １ ／ ４ 波 長 位 相 遅 延 フ ィ ル ム を 透 過
す る と き 、 １ ／ ４ 波 長 位 相 遅 延 フ ィ ル ム の 光 軸 に 対 し て 平 行 で あ り 、 か つ 互 い に 垂 直 で あ
る 二 つ の 偏 光 成 分 の 間 に １ ／ ４ 波 長 の 位 相 差 が 生 じ る 。 従 っ て 、 １ ／ ４ 波 長 位 相 遅 延 フ ィ
ル ム は 、 線 偏 光 を 円 偏 光 に 変 え 、 逆 に 円 偏 光 を 線 偏 光 に 変 え る 役 割 を 果 た す 。 従 来 の 半 透
過 型 液 晶 表 示 装 置 で は さ ら に 、 上 記 の １ ／ ４ 波 長 位 相 遅 延 フ ィ ル ム と は 別 の 位 相 遅 延 フ ィ
ル ム が 表 示 パ ネ ル と 偏 光 板 と の 間 に 接 着 さ れ て い る 。 そ の 位 相 遅 延 フ ィ ル ム は 特 に 可 視 光
領 域 の 全 体 で 円 偏 光 と 線 偏 光 と の 間 の 変 換 を 行 う 。 そ れ ら 二 種 類 の 位 相 遅 延 フ ィ ル ム の 組
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み 合 わ せ に よ り 、 反 射 モ ー ド と 透 過 モ ー ド と の 両 方 で 位 相 遅 延 フ ィ ル ム の 共 用 が 可 能 で あ
る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 来 の 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 に は 上 記 の 通 り 、 二 種 類 の 位 相 遅 延 フ ィ ル ム が 外 付 け さ れ
て い る 。 し か し 、 そ れ ら の 位 相 遅 延 フ ィ ル ム の 使 用 に よ り 、 さ ら な る 広 視 野 角 化 が 困 難 で
あ る 。 ま た 、 既 製 の 位 相 遅 延 フ ィ ル ム を 外 付 け し な け れ ば な ら な い の で 、 液 晶 表 示 装 置 の
原 価 を 更 に 低 減 さ せ る こ と が 困 難 で あ る 。
　 本 発 明 の 目 的 は 、 さ ら な る 広 視 野 角 化 を 可 能 に す る 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る こ
と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に よ る 液 晶 表 示 装 置 は 、
　 第 １ 基 板 、
　 第 １ 基 板 の 上 に 形 成 さ れ て い る 透 明 電 極 、
　 透 明 電 極 の 一 部 を 覆 っ て い る 反 射 電 極 、
　 第 １ 基 板 の 外 面 に 接 着 さ れ て い る 第 １ 偏 光 板 、
　 第 １ 基 板 と 第 １ 偏 光 板 と の 間 に 接 着 さ れ て い る 補 償 フ ィ ル ム 、
　 内 面 が 前 記 第 １ 基 板 の 内 面 と 対 向 し て い る 第 ２ 基 板 、
　 第 ２ 基 板 の 外 面 に 接 着 さ れ て い る 第 ２ 偏 光 板 、 及 び 、
　 反 射 電 極 と 同 じ 領 域 内 で 第 ２ 基 板 に 形 成 さ れ て い る 位 相 遅 延 層 、
を 有 す る 。 こ の 液 晶 表 示 装 置 は 半 透 過 型 で あ り 、 反 射 電 極 で 覆 わ れ て い る 領 域 が 反 射 領 域
と し て 利 用 さ れ 、 透 明 電 極 が 反 射 電 極 で 覆 わ れ る こ と な く 露 出 し て い る 領 域 が 透 過 領 域 と
し て 利 用 さ れ る 。 従 っ て 、 位 相 遅 延 層 は 反 射 領 域 に 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ る 上 記 の 液 晶 表 示 装 置 が 好 ま し く は 、 第 ２ 基 板 の 内 面 上 に 形 成 さ れ 、 透 明 電
極 の 露 出 部 分 と 対 向 し て い る 等 方 性 媒 質 層 、 を さ ら に 有 し て も 良 い 。 す な わ ち 、 等 方 性 媒
質 層 は 透 過 領 域 に 形 成 さ れ て い る 。 等 方 性 媒 質 層 は さ ら に 、 反 射 電 極 の 一 部 と も 対 向 し て
い て も 良 い 。 す な わ ち 、 等 方 性 媒 質 層 が 透 過 領 域 と 反 射 領 域 と の 両 方 に 形 成 さ れ て い て も
良 い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 好 ま し く は 、 第 １ 偏 光 板 の 透 過 軸 と 第 ２ 偏 光 板 の 透 過 軸 と が 直 交 す る 。 好 ま し く は 、 補
償 フ ィ ル ム が 、 第 １ 偏 光 板 の 透 過 軸 に 対 し て 平 行 な 遅 相 軸 、 を 有 す る 。 そ の と き 、 好 ま し
く は 、 補 償 フ ィ ル ム が 以 下 の よ う な 性 質 を 有 す る 。 補 償 フ ィ ル ム の 厚 さ を dと し 、 そ の 厚
さ 方 向 、 遅 相 軸 の 方 向 、 及 び そ れ ら に 対 し て 垂 直 な 方 向 で の 各 屈 折 率 を n z 、 n x 、 n y と す る
と き 、 厚 さ 方 向 に 対 し て 垂 直 な 方 向 で の 位 相 遅 延 値 R o と 厚 さ 方 向 で の 位 相 遅 延 値 R t h と が
そ れ ぞ れ 、 次 の 不 等 式 を 満 た す ：
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 40≦ R o ＝ (n x － n y )× d≦ 60、
　 150≦ R t h ＝ [(n x ＋ n y )／ 2－ n z ]× d≦ 250。
【 ０ ０ １ ０ 】
さ ら に 好 ま し く は 、 厚 さ 方 向 に 対 し て 垂 直 な 方 向 で の 位 相 遅 延 値 R o が 50程 度 で あ り 、 厚 さ
方 向 で の 位 相 遅 延 値 R t h が 200程 度 で あ る 。 補 償 フ ィ ル ム は 二 軸 性 フ ィ ル ム で あ っ て も 良 い
。
【 ０ ０ １ １ 】
　 位 相 遅 延 層 は 好 ま し く は １ ／ ４ 波 長 位 相 遅 延 層 で あ る 。 さ ら に 好 ま し く は 、 位 相 遅 延 層
が 、 第 １ ま た は 第 ２ 偏 光 板 の 透 過 軸 に 対 し て ± 45゜ の 角 度 で 傾 い て い る 進 相 軸 、 を 有 す る
。 位 相 遅 延 層 は 好 ま し く は 、 第 ２ 基 板 の 内 面 に 形 成 さ れ て い る 。 本 発 明 に よ る 上 記 の 液 晶
表 示 装 置 が 、 第 ２ 基 板 に 形 成 さ れ て い る 色 フ ィ ル タ を さ ら に 有 し て も 良 い 。 こ こ で 、 色 フ
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ィ ル タ の 色 は 好 ま し く は 、 赤 色 、 緑 色 、 ま た は 青 色 の い ず れ か で あ る 。 好 ま し く は 、 透 明
電 極 の 露 出 部 分 と 同 じ 領 域 （ 透 過 領 域 ） で の 色 フ ィ ル タ の 厚 さ が 、 反 射 電 極 と 同 じ 領 域 （
反 射 領 域 ） で の 厚 さ よ り 大 き い 。 位 相 遅 延 層 は 好 ま し く は 、 重 な っ て い る 色 フ ィ ル タ の 色
ご と に 厚 さ が 異 な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ る 上 記 の 液 晶 表 示 装 置 は 好 ま し く は 、 第 ２ 基 板 に 形 成 さ れ て い る 共 通 電 極 を
さ ら に 有 す る 。 そ の と き 、 さ ら に 好 ま し く は 、 共 通 電 極 と 反 射 電 極 と の 間 隔 が 共 通 電 極 と
透 明 電 極 の 露 出 部 分 と の 間 隔 よ り 狭 い 。 す な わ ち 、 反 射 領 域 で の セ ル 間 隔 が 透 過 領 域 で の
セ ル 間 隔 よ り 狭 い 。 特 に 好 ま し く は 、 共 通 電 極 と 反 射 電 極 と の 間 隔 （ 反 射 領 域 で の セ ル 間
隔 ） が 共 通 電 極 と 透 明 電 極 の 露 出 部 分 と の 間 隔 （ 透 過 領 域 で の セ ル 間 隔 ） の 半 分 で あ る 。
　 好 ま し く は 、 補 償 フ ィ ル ム が 第 ２ 偏 光 板 の 表 面 に コ ー テ ィ ン グ さ れ て い る 。 好 ま し く は
、 反 射 電 極 の 表 面 に 凹 凸 が 形 成 さ れ て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に よ る 上 記 の 液 晶 表 示 装 置 で は 、 反 射 領 域 に 含 ま れ て い る 第 ２ 基 板 の 部 分 に 位 相
遅 延 層 が 形 成 さ れ 、 第 １ 偏 光 板 と 第 １ 基 板 と の 間 に 補 償 フ ィ ル ム が 挿 入 さ れ て い る 。 こ の
位 相 遅 延 層 と 補 償 フ ィ ル ム と の 組 み 合 わ せ に よ り 、 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 の さ ら な る 広 視
野 角 化 が 容 易 に 実 現 可 能 で あ る 。 ま た 、 従 来 の 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 と は 異 な り 、 位 相 遅
延 層 が 液 晶 表 示 装 置 の 内 部 に 形 成 さ れ て い る の で 、 既 製 の 位 相 遅 延 フ ィ ル ム が 使 用 さ れ な
く て も 良 い 。 そ の 結 果 、 製 造 費 用 の さ ら な る 低 減 が 容 易 に 実 現 可 能 で あ る 。 そ の 上 、 既 製
の 位 相 遅 延 フ ィ ル ム と は 異 な り 、 位 相 遅 延 層 の パ タ ー ン や 厚 さ が 柔 軟 に 設 計 可 能 で あ る の
で 、 透 過 領 域 と 反 射 領 域 と の 間 で の 位 相 差 や 、 色 の 異 な る 画 素 間 で の 位 相 差 が さ ら に 高 精
度 で 調 節 可 能 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま ず 、 本 発 明 の 一 つ の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 構 造 に つ い て 、 図 １ 乃 至 図 ３ を 参 照
し な が ら 詳 細 に 説 明 す る 。
　 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 は 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル 100、 共 通 電 極 表
示 パ ネ ル 200、 及 び 液 晶 層 3を 含 む （ 図 ２ 参 照 ） 。 二 枚 の 表 示 パ ネ ル 100、 200は 互 い に 対 向
し 、 そ れ ら の 間 に 液 晶 層 3が 挿 入 さ れ て い る 。 液 晶 層 3で は 液 晶 分 子 が 二 枚 の 表 示 パ ネ ル 10
0、 200の 表 面 に 対 し て 垂 直 に 、 ま た は 水 平 に 配 向 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル 100の 基 板 110は 透 明 な 絶 縁 物 （ 好 ま し く は ガ ラ ス ま た は プ
ラ ス チ ッ ク ） で 形 成 さ れ て い る （ 図 ２ 参 照 ） 。 基 板 110の 上 に は 複 数 の ゲ ー ト 線 121及 び 複
数 の 維 持 電 極 線 131が 形 成 さ れ て い る （ 図 １ ～ ３ 参 照 ） 。 ゲ ー ト 線 121は 主 に 薄 膜 ト ラ ン ジ
ス タ 表 示 パ ネ ル 100の 横 方 向 に 延 び て い る 。 各 ゲ ー ト 線 121は 複 数 の ゲ ー ト 電 極 124を 含 む
。 各 ゲ ー ト 電 極 124は 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル 100の 横 方 向 に 所 定 の 間 隔 で 並 び 、 薄 膜
ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル 100の 縦 方 向 に 突 出 し て い る 。 各 ゲ ー ト 線 121の 端 部 125は 薄 膜 ト
ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル 100の 周 縁 部 （ 以 下 、 パ ッ ド 部 と い う ） に 形 成 さ れ て い る （ 図 １ 、
３ 参 照 ） 。 各 ゲ ー ト 線 121の 端 部 125は 面 積 が 広 く 、 他 の 層 ま た は 外 部 の ゲ ー ト 駆 動 回 路 （
図 示 せ ず ） に 接 続 さ れ る 。 こ こ で 、 ゲ ー ト 駆 動 回 路 は ゲ ー ト 信 号 を 生 成 し 、 ゲ ー ト 線 121
に 対 し て 印 加 す る 。 ゲ ー ト 駆 動 回 路 は 好 ま し く は 、 基 板 110の 上 に 接 着 さ れ た フ レ キ シ ブ
ル 印 刷 回 路 フ ィ ル ム （ 図 示 せ ず ） の 上 に 実 装 さ れ る 。 そ の 他 に 、 ゲ ー ト 駆 動 回 路 が 基 板 11
0の 上 に 直 接 実 装 さ れ 、 ま た は 基 板 110に 集 積 化 さ れ て も 良 い 。 ゲ ー ト 駆 動 回 路 が 基 板 110
の 上 に 集 積 化 さ れ て い る 場 合 、 好 ま し く は 、 ゲ ー ト 線 121が ゲ ー ト 駆 動 回 路 と 直 結 さ れ る
。 維 持 電 極 線 131は 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル 100の 横 方 向 で は ゲ ー ト 線 121と ほ と ん ど
並 ん で 延 び 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル 100の 縦 方 向 で は 隣 接 し た 二 つ の ゲ ー ト 線 121の
間 に 配 置 さ れ て い る 。 図 １ で は 各 維 持 電 極 線 131が 特 に 、 そ れ ら 二 つ の ゲ ー ト 線 121の 一 方
（ 図 １ で は 下 側 ） に 近 い 。 各 維 持 電 極 線 131は 複 数 の 維 持 電 極 137を 含 む 。 各 維 持 電 極 137
は 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル 100の 横 方 向 で は ゲ ー ト 電 極 124と ほ ぼ 間 隔 で 並 び 、 薄 膜 ト

10

20

30

40

50

(5) JP 2006-323386 A 2006.11.30



ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル 100の 縦 方 向 に 拡 が っ て い る 。 尚 、 維 持 電 極 線 131の 形 状 及 び 配 置 は
多 様 に 変 更 さ れ 得 る 。 維 持 電 極 線 131に 対 し て は 外 部 か ら 所 定 の 電 圧 （ 好 ま し く は 、 共 通
電 極 表 示 パ ネ ル 200に 形 成 さ れ た 共 通 電 極 270（ 図 ２ 参 照 ） に 対 し て 印 加 さ れ る 共 通 電 圧 ）
が 印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ゲ ー ト 線 121及 び 維 持 電 極 線 131は 好 ま し く は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 系 金 属 （ ア ル ミ ニ ウ ム （ Al
） や ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 ） 、 銀 系 金 属 （ 銀 （ Ag） や 銀 合 金 ） 、 銅 系 金 属 （ 銅 （ Cu） や 銅 合 金
） 、 モ リ ブ デ ン 系 金 属 （ モ リ ブ デ ン （ Mo） や モ リ ブ デ ン 合 金 ） 、 ク ロ ム （ Cr） 、 タ ン タ ル
（ Ta） 、 ま た は チ タ ニ ウ ム （ Ti） で 形 成 さ れ る 。 ゲ ー ト 線 121及 び 維 持 電 極 線 131が 更 に 好
ま し く は 、 物 理 的 性 質 の 異 な る 二 つ の 導 電 膜 （ 図 示 せ ず ） を 含 む 多 重 膜 で あ る 。 一 方 の 導
電 膜 は 比 抵 抗 の 低 い 金 属 （ 好 ま し く は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 系 金 属 、 銀 系 金 属 、 銅 系 金 属 ） で 形
成 さ れ 、 信 号 遅 延 や 電 圧 降 下 を 減 ら す 。 他 方 の 導 電 膜 は 他 の 物 質 、 特 に Ｉ Ｔ Ｏ （ イ ン ジ ウ
ム ス ズ 酸 化 物 ） 及 び Ｉ Ｚ Ｏ （ イ ン ジ ウ ム 亜 鉛 酸 化 物 ） と の 物 理 的 、 化 学 的 、 及 び 電 気 的 な
接 触 特 性 に 優 れ た 物 質 （ 好 ま し く は 、 モ リ ブ デ ン 系 金 属 、 ク ロ ム 、 タ ン タ ル 、 ま た は チ タ
ニ ウ ム ） で 形 成 さ れ る 。 こ の よ う な 導 電 膜 の 組 み 合 わ せ の 好 ま し い 例 と し て は 、 ク ロ ム 下
部 膜 と ア ル ミ ニ ウ ム （ 合 金 ） 上 部 膜 と の 組 み 合 わ せ 、 及 び ア ル ミ ニ ウ ム （ 合 金 ） 下 部 膜 と
モ リ ブ デ ン （ 合 金 ） 上 部 膜 と の 組 み 合 わ せ が あ る 。 尚 、 ゲ ー ト 線 121及 び 維 持 電 極 線 131が
そ の 他 の 多 様 な 金 属 ま た は 導 電 体 で 形 成 さ れ て も 良 い 。 ゲ ー ト 線 121及 び 維 持 電 極 線 131の
各 側 面 は 基 板 110の 表 面 に 対 し 、 好 ま し く は 約 30゜ ～ 80゜ の 角 度 で 傾 い て い る （ 図 ２ 参 照
） 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ゲ ー ト 線 121及 び 維 持 電 極 線 131は ゲ ー ト 絶 縁 膜 140で 覆 わ れ て い る （ 図 ２ 参 照 ） 。 ゲ ー
ト 絶 縁 膜 140は 好 ま し く は 、 窒 化 ケ イ 素 （ SiNx） ま た は 酸 化 ケ イ 素 （ SiOx） で 形 成 さ れ て
い る 。 ゲ ー ト 絶 縁 膜 140の 上 に は 複 数 の 線 状 半 導 体 151が 形 成 さ れ て い る （ 図 １ 、 ２ 参 照 ）
。 線 状 半 導 体 151は 好 ま し く は 、 水 素 化 非 晶 質 シ リ コ ン （ a－ Si： H） ま た は 多 結 晶 シ リ コ
ン で 形 成 さ れ て い る 。 線 状 半 導 体 151は 主 に 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル 100の 縦 方 向 に 延
び て ゲ ー ト 線 121及 び 維 持 電 極 線 131の そ れ ぞ れ と 交 差 す る 。 各 ゲ ー ト 線 121と 交 差 す る 線
状 半 導 体 151の 部 分 か ら は 突 出 部 154が ゲ ー ト 電 極 124に 向 か っ て 延 び 、 更 に ゲ ー ト 絶 縁 膜 1
40を 隔 て て 維 持 電 極 137と 重 な っ て い る 。 線 状 半 導 体 151は 、 ゲ ー ト 線 121及 び 維 持 電 極 線 1
31の そ れ ぞ れ と の 交 差 点 付 近 で 幅 が 広 く な り 、 ゲ ー ト 線 121及 び 維 持 電 極 線 131の そ れ ぞ れ
を 幅 広 く 覆 っ て い る 。 線 状 半 導 体 151の 側 面 は 好 ま し く は 基 板 110の 表 面 に 対 し て 20° ～ 80
° の 角 度 で 傾 い て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 各 線 状 半 導 体 151の 上 に は 線 状 抵 抗 性 接 触 部 材 163及 び 複 数 の 島 状 抵 抗 性 接 触 部 材 165が
形 成 さ れ て い る （ 図 １ 、 ２ 参 照 ） 。 抵 抗 性 接 触 部 材 163、 165は 好 ま し く は 、 ｎ + 水 素 化 非
晶 質 シ リ コ ン （ リ ン な ど の ｎ 型 不 純 物 が 高 濃 度 に ド ー ピ ン グ さ れ て い る 水 素 化 非 晶 質 シ リ
コ ン ） 、 ま た は シ リ サ イ ド で 形 成 さ れ て い る 。 各 線 状 抵 抗 性 接 触 部 材 は 線 状 半 導 体 151に
沿 っ て 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル 100の 縦 方 向 に 延 び 、 線 状 半 導 体 151の 各 突 出 部 154の
上 に 一 つ ず つ 突 出 部 163を 有 す る 。 島 状 抵 抗 性 接 触 部 材 165は 線 状 半 導 体 151の 各 突 出 部 154
の 上 に 一 つ ず つ 形 成 さ れ て い る 。 線 状 抵 抗 性 接 触 部 材 の 突 出 部 163と 島 状 抵 抗 性 接 触 部 材 1
65と の 対 は 特 に ゲ ー ト 電 極 124の 上 方 で 所 定 の 間 隔 を 隔 て て 互 い に 対 向 し て い る 。 抵 抗 性
接 触 部 材 163、 165の 各 側 面 は 基 板 110の 表 面 に 対 し 、 30゜ ～ 80゜ 程 度 の 角 度 で 傾 い て い る
。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 各 線 状 抵 抗 性 接 触 部 材 及 び そ の 近 傍 の ゲ ー ト 絶 縁 膜 140の 上 に は デ ー タ 線 171が 形 成 さ れ
、 各 島 状 オ ー ミ ッ ク 接 触 部 材 165及 び そ の 近 傍 の ゲ ー ト 絶 縁 膜 140の 上 に は ド レ イ ン 電 極 17
5が 形 成 さ れ て い る （ 図 １ 、 ２ 参 照 ） 。 デ ー タ 線 171は 主 に 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル 10
0の 縦 方 向 に 延 び て ゲ ー ト 線 121及 び 維 持 電 極 線 131と 交 差 す る 。 ゲ ー ト 線 121と デ ー タ 線 17
1と で 区 切 ら れ た 各 矩 形 領 域 が 一 つ の 画 素 と し て 利 用 さ れ る 。 各 ゲ ー ト 線 121と 交 差 す る デ
ー タ 線 171の 部 分 か ら は ソ ー ス 電 極 173が ゲ ー ト 電 極 124に 向 か っ て 延 び 、 島 状 オ ー ミ ッ ク
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接 触 部 材 165の 先 端 部 を 囲 ん で い る 。 各 デ ー タ 線 171の 端 部 179は 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ
ネ ル 100の パ ッ ド 部 に 形 成 さ れ て い る （ 図 １ 、 ３ 参 照 ） 。 各 デ ー タ 線 171の 端 部 179は 面 積
が 広 く 、 他 の 層 ま た は 外 部 の デ ー タ 駆 動 回 路 （ 図 示 せ ず ） に 接 続 さ れ る 。 こ こ で 、 デ ー タ
駆 動 回 路 は デ ー タ 電 圧 を 生 成 し 、 デ ー タ 線 171に 対 し て 印 加 す る 。 デ ー タ 駆 動 回 路 は 好 ま
し く は 、 基 板 110の 上 に 接 着 さ れ た フ レ キ シ ブ ル 印 刷 回 路 フ ィ ル ム （ 図 示 せ ず ） の 上 に 実
装 さ れ る 。 そ の 他 に 、 デ ー タ 駆 動 回 路 が 基 板 110の 上 に 直 接 実 装 さ れ 、 ま た は 基 板 110に 集
積 化 さ れ て も 良 い 。 デ ー タ 駆 動 回 路 が 基 板 110の 上 に 集 積 化 さ れ て い る 場 合 、 好 ま し く は
、 デ ー タ 線 171が デ ー タ 駆 動 回 路 と 直 結 さ れ る 。 各 ド レ イ ン 電 極 175は デ ー タ 線 171か ら 分
離 さ れ 、 島 状 オ ー ミ ッ ク 接 触 部 材 165の 上 に 拡 が っ て い る 。 島 状 オ ー ミ ッ ク 接 触 部 材 165を
覆 う ド レ イ ン 電 極 175の 一 端 は 棒 状 で あ り 、 ゲ ー ト 電 極 124の 上 方 で 所 定 距 離 を 隔 て て ソ ー
ス 電 極 173に 囲 ま れ て い る 。 各 ド レ イ ン 電 極 175は さ ら に 拡 張 部 177を 含 む 。 拡 張 部 177は 面
積 が 広 く 、 島 状 オ ー ミ ッ ク 接 触 部 材 165を 越 え て 拡 が り 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 140を 隔 て て 維 持 電
極 137の ほ ぼ 全 体 と 重 な っ て い る 。 ゲ ー ト 電 極 124、 そ れ を 覆 う ゲ ー ト 絶 縁 膜 140の 部 分 、
線 状 半 導 体 151の 突 出 部 154、 ソ ー ス 電 極 173、 及 び ド レ イ ン 電 極 175が 一 つ の 薄 膜 ト ラ ン ジ
ス タ （ Ｔ Ｆ Ｔ ） を 構 成 す る 。 特 に 、 そ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の チ ャ ン ネ ル は 、 ソ ー ス 電 極 17
3と ド レ イ ン 電 極 175と の 間 に 露 出 し た 線 状 半 導 体 151の 突 出 部 154に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 デ ー タ 線 171及 び ド レ イ ン 電 極 175は 耐 熱 性 金 属 （ 好 ま し く は 、 モ リ ブ デ ン 、 ク ロ ム 、 タ
ン タ ル 、 及 び チ タ ニ ウ ム ） 、 ま た は そ の 合 金 で 形 成 さ れ る 。 デ ー タ 線 171及 び ド レ イ ン 電
極 175は 更 に 好 ま し く は 、 耐 熱 性 金 属 膜 （ 図 示 せ ず ） と 低 抵 抗 導 電 膜 （ 図 示 せ ず ） と を 含
む 多 重 膜 で あ る 。 そ の よ う な 多 重 膜 構 造 の 例 と し て は 、 ク ロ ム 下 部 膜 ま た は モ リ ブ デ ン （
合 金 ） 下 部 膜 と ア ル ミ ニ ウ ム （ 合 金 ） 上 部 膜 と の 二 重 膜 、 及 び 、 モ リ ブ デ ン （ 合 金 ） 下 部
膜 と ア ル ミ ニ ウ ム （ 合 金 ） 中 間 膜 と モ リ ブ デ ン （ 合 金 ） 上 部 膜 と の 三 重 膜 が あ る 。 デ ー タ
線 171及 び ド レ イ ン 電 極 175は そ の 他 に も 、 多 様 な 金 属 ま た は 導 電 体 で 形 成 さ れ て も 良 い 。
デ ー タ 線 171及 び ド レ イ ン 電 極 175の 各 側 面 は 好 ま し く は 、 基 板 110の 表 面 に 対 し て 30゜ ～ 8
0゜ 程 度 の 角 度 で 傾 い て い る 。 こ こ で 、 線 状 抵 抗 性 接 触 部 材 163が 、 線 状 半 導 体 151と デ ー
タ 線 171と の 間 、 及 び 線 状 半 導 体 151の 突 出 部 154と ソ ー ス 電 極 173と の 間 に 介 在 す る の で 、
そ れ ら の 間 で は 接 触 抵 抗 が 低 い 。 更 に 、 島 状 抵 抗 性 接 触 部 材 165が 、 線 状 半 導 体 151の 突 出
部 154と ド レ イ ン 電 極 175と の 間 に 介 在 す る の で 、 そ れ ら の 間 で は 接 触 抵 抗 が 低 い 。 デ ー タ
線 171の 大 部 分 は 線 状 半 導 体 151よ り 幅 が 広 い 。 但 し 、 前 述 の 通 り 、 ゲ ー ト 線 121と の 交 差
点 付 近 で は 線 状 半 導 体 151の 幅 が 広 く な っ て い る の で デ ー タ 線 171の 表 面 形 状 が 滑 ら か で あ
る 。 そ れ に よ り 、 漏 れ 電 流 の 集 中 が 回 避 さ れ る の で デ ー タ 線 171の 断 線 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 デ ー タ 線 171、 ド レ イ ン 電 極 175、 及 び 線 状 半 導 体 151の 露 出 部 分 は 保 護 膜 180で 覆 わ れ て
い る （ 図 ２ 参 照 ） 。 保 護 膜 180は 好 ま し く は 、 窒 化 ケ イ 素 や 酸 化 ケ イ 素 な ど の 無 機 絶 縁 物
で 形 成 さ れ た 下 部 保 護 膜 180qと 、 有 機 絶 縁 物 で 形 成 さ れ た 上 部 保 護 膜 180pと を 含 む 。 上 部
保 護 膜 180pは 好 ま し く は 誘 電 常 数 が 4.0以 下 で あ り 、 更 に 好 ま し く は 感 光 性 を 有 す る 。 上
部 保 護 膜 180pの 表 面 に は 好 ま し く は 凹 凸 が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 上 部 保 護 膜 180pに は 画
素 ご と に 切 開 部 195（ 透 過 窓 ） が 形 成 さ れ 、 そ こ か ら 下 部 保 護 膜 180qの 一 部 が 露 出 し て い
る （ 図 １ 、 ２ 参 照 ） 。 尚 、 保 護 膜 180は 、 無 機 絶 縁 物 ま た は 有 機 絶 縁 物 な ど で 形 成 さ れ た
単 一 膜 で あ っ て も 良 い 。 ゲ ー ト 線 121の 端 部 129を 覆 う 保 護 膜 180と ゲ ー ト 絶 縁 膜 140と の 各
部 分 に は 第 １ 接 触 孔 181が 形 成 さ れ 、 そ こ か ら ゲ ー ト 線 121の 端 部 129が 露 出 し て い る （ 図
１ 、 ３ 参 照 ） 。 一 方 、 デ ー タ 線 171の 端 部 179を 覆 う 保 護 膜 180の 部 分 に は 第 ２ 接 触 孔 182が
形 成 さ れ 、 そ こ か ら デ ー タ 線 171の 端 部 179が 露 出 し て い る （ 図 １ 、 ３ 参 照 ） 。 更 に 、 ド レ
イ ン 電 極 175を 覆 う 保 護 膜 180の 部 分 に は 第 ３ 接 触 孔 185が 形 成 さ れ 、 そ こ か ら ド レ イ ン 電
極 175が 露 出 し て い る （ 図 １ 、 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 保 護 膜 180の 上 に は 複 数 の 画 素 電 極 191が 形 成 さ れ 、 画 素 を 一 つ ず つ 覆 っ て い る （ 図 １ 、
２ 参 照 ） 。 本 発 明 の こ の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 は 半 透 過 型 で あ る の で 、 各 画 素 電 極 19
1が 透 明 電 極 192及 び 反 射 電 極 194を 含 む 。 透 明 電 極 192は 好 ま し く は Ｉ Ｔ Ｏ ま た は Ｉ Ｚ Ｏ な
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ど の 透 明 な 導 電 物 質 で 形 成 さ れ 、 画 素 全 体 を 覆 っ て い る 。 反 射 電 極 194は 好 ま し く は 、 ア
ル ミ ニ ウ ム 、 銀 、 ク ロ ム 、 ま た は そ れ ら の 合 金 な ど の 反 射 率 の 高 い 金 属 で 形 成 さ れ 、 特 に
保 護 膜 180の 上 部 保 護 膜 180pに 形 成 さ れ た 透 過 窓 195以 外 の 領 域 で 透 明 電 極 192を 覆 っ て い
る 。 反 射 電 極 194は そ の 他 に 二 重 膜 で あ っ て も 良 い 。 そ の 二 重 膜 で は 、 上 部 膜 が 好 ま し く
は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 銀 、 ま た は そ れ ら の 合 金 な ど の 低 抵 抗 金 属 か ら 成 り 、 下 部 膜 が 好 ま し
く は 、 モ リ ブ デ ン 系 金 属 、 ク ロ ム 、 タ ン タ ル 、 ま た は チ タ ニ ウ ム な ど 、 Ｉ Ｔ Ｏ ま た は Ｉ Ｚ
Ｏ と 接 触 特 性 の 良 い 物 質 か ら 成 る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 各 画 素 は 反 射 電 極 194の 有 無 に 応 じ て 透 過 領 域 TAと 反 射 領 域 RAと に 大 別 さ れ る （ 図 １ 参
照 ） 。 透 過 領 域 TAは 主 に 透 過 窓 195の 領 域 に 相 当 す る 。 透 過 領 域 TAで は 反 射 電 極 194が 除 去
さ れ て 透 明 電 極 192が 露 出 し て い る の で 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル 100の 外 面 か ら 内 面
に （ 図 ２ で は 下 か ら 上 に ） 光 が 透 過 す る 。 反 射 領 域 RAは 反 射 電 極 194で 覆 わ れ て い る の で
、 共 通 電 極 表 示 パ ネ ル 200の 外 面 （ 図 ２ で は 上 側 の 面 ） か ら 入 射 し て 液 晶 層 3を 透 過 し た 光
が 共 通 電 極 表 示 パ ネ ル 200の 外 面 に 向 け て 反 射 さ れ る 。 画 素 電 極 191の 表 面 に は 好 ま し く は
、 保 護 膜 180の 表 面 の 凹 凸 が 誘 導 さ れ て い る 。 反 射 領 域 RAで は 外 部 光 が 反 射 電 極 194の 表 面
の 凹 凸 に よ り 乱 反 射 す る の で 、 液 晶 表 示 装 置 の 画 面 に は 外 部 の 物 体 の 像 が 映 ら な い 。 一 方
、 透 過 領 域 TAで は 透 過 窓 195の 形 成 に よ り セ ル 間 隔 （ 二 枚 の 表 示 パ ネ ル 間 100、 200間 の 距
離 ） が 反 射 領 域 RAの セ ル 間 隔 の ほ ぼ 2倍 で あ る 。 従 っ て 、 透 過 領 域 TAと 反 射 領 域 RAと の 間
で は 液 晶 層 3内 の 光 路 差 が 相 殺 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 画 素 電 極 191は 第 ３ 接 触 孔 185を 介 し て ド レ イ ン 電 極 175に 連 結 さ れ て い る （ 図 １ 、 ２ 参
照 ） 。 ゲ ー ト 線 121に 対 し て ゲ ー ト 信 号 と し て ゲ ー ト オ ン 電 圧 が 印 加 さ れ 、 そ れ に よ り 上
記 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ が タ ー ン オ ン す る と き 、 デ ー タ 線 171に 対 し て 印 加 さ れ た デ ー タ 電
圧 が 、 そ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の ソ ー ス 電 極 173、 線 状 半 導 体 151の 突 出 部 154内 に 形 成 さ れ
た チ ャ ン ネ ル 、 及 び ド レ イ ン 電 極 175ド レ イ ン 電 極 175を 通 し て 画 素 電 極 191に 対 し て 印 加
さ れ る 。 デ ー タ 電 圧 が 印 加 さ れ た 画 素 電 極 191と 、 共 通 電 圧 が 印 加 さ れ る 共 通 電 極 表 示 パ
ネ ル 200の 共 通 電 極 270と の 間 に は 電 場 が 生 成 さ れ る 。 そ れ に よ り 、 二 つ の 電 極 191、 270の
間 の 液 晶 層 3で は 液 晶 分 子 の 配 向 状 態 が そ の 電 場 に 応 じ て 変 化 す る 。 一 方 、 画 素 電 極 191と
共 通 電 極 270と の 間 で 構 成 さ れ る キ ャ パ シ タ （ 以 下 、 液 晶 キ ャ パ シ タ と い う ） 、 及 び ド レ
イ ン 電 極 175の 拡 張 部 177と 維 持 電 極 137と の 間 で 構 成 さ れ る キ ャ パ シ タ （ 以 下 、 ス ト レ ー
ジ キ ャ パ シ タ と い う ） が 充 電 さ れ 、 上 記 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ が タ ー ン オ フ さ れ た 後 も 印 加
さ れ た 電 圧 を 維 持 す る 。 こ こ で 、 ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ は 液 晶 キ ャ パ シ タ と 並 列 に 接 続 さ
れ 、 液 晶 キ ャ パ シ タ の 容 量 を 補 っ て そ の 両 端 電 圧 を 安 定 化 さ せ る 。 ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ
は 、 ド レ イ ン 電 極 175の 拡 張 部 177と 維 持 電 極 137と の 間 の 重 な り 部 分 の 等 価 容 量 の 他 に 、
画 素 電 極 191と 維 持 電 極 線 131と の 間 の 重 な り 部 分 の 等 価 容 量 を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル 100の パ ッ ド 部 で は 保 護 膜 180の 上 に 複 数 の 接 触 補 助 部 材 81
、 82が 形 成 さ れ て い る （ 図 １ 、 ３ 参 照 ） 。 第 １ 接 触 補 助 部 材 81は 第 １ 接 触 孔 181を 介 し て
ゲ ー ト 線 121の 端 部 129に 連 結 さ れ 、 第 ２ 接 触 補 助 部 材 82は 第 ２ 接 触 孔 182を 介 し て デ ー タ
線 171の 端 部 179に 連 結 さ れ る 。 各 接 触 補 助 部 材 81、 82は 、 ゲ ー ト 線 121の 端 部 129及 び デ ー
タ 線 171の 端 部 179と 外 部 装 置 と の 間 の 接 着 を 補 完 し 、 か つ 各 接 着 部 を 保 護 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 共 通 電 極 表 示 パ ネ ル 200の 基 板 210は 透 明 な 絶 縁 物 （ 好 ま し く は ガ ラ ス ま た は プ ラ ス チ ッ
ク ） で 形 成 さ れ て い る （ 図 ２ 参 照 ） 。 基 板 210の 上 に は 遮 光 部 材 220が 形 成 さ れ て い る 。 遮
光 部 材 220は ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス と も い い 、 金 属 層 （ 好 ま し く は ク ロ ム ） ま た は 金 属 酸
化 物 と 金 属 と の 二 重 層 か ら 成 る 。 遮 光 部 材 220は 特 に 、 各 画 素 電 極 191と 対 向 す る 領 域 に 切
開 部 を 含 む 。 遮 光 部 材 220は 、 切 開 部 で は 光 を 透 過 さ せ る 一 方 、 画 素 電 極 191の 間 の 領 域 と
対 向 す る 領 域 で は 光 を 遮 断 し 、 そ こ か ら の 光 漏 れ を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 基 板 210の 上 に は ま た 、 複 数 の 色 フ ィ ル タ 230が 形 成 さ れ て い る （ 図 ２ 参 照 ） 。 各 色 フ ィ
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ル タ 230が 、 遮 光 部 材 220の 切 開 部 で 囲 ま れ た 領 域 の ほ と ん ど を 覆 っ て い る 。 各 色 フ ィ ル タ
230は 好 ま し く は 、 共 通 電 極 表 示 パ ネ ル 200の 縦 方 向 に 長 く 延 び る 帯 （ stripe） を 成 す 。 色
フ ィ ル タ 230は 好 ま し く は 顔 料 分 散 型 感 光 性 樹 脂 か ら 成 り 、 分 光 特 性 を 持 つ 。 各 色 フ ィ ル
タ 230の 色 は 、 三 原 色 （ 赤 色 、 緑 色 、 及 び 青 色 ） な ど の 基 本 色 の い ず れ か 一 つ で あ る 。 こ
こ で 、 透 過 領 域 TAで は 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル 100の 後 方 （ 図 ２ で は 下 方 ） か ら 透
明 電 極 192を 透 過 し た 光 が 色 フ ィ ル タ 230を 1回 通 る 。 一 方 、 反 射 領 域 RAで は 、 光 が 前 方 （
図 ２ で は 上 方 ） か ら 共 通 電 極 表 示 パ ネ ル 200へ 入 射 し た 時 と 反 射 電 極 194で 反 射 さ れ て 液 晶
層 3か ら 共 通 電 極 表 示 パ ネ ル 200へ 入 射 し た 時 と の 合 計 2回 色 フ ィ ル タ 230を 通 る 。 し か し 、
各 色 フ ィ ル タ 230が 透 過 領 域 TAで は 反 射 領 域 RAよ り 厚 い （ 図 ２ 参 照 ） の で 、 透 過 領 域 TAと
反 射 領 域 RAと の 間 で は 表 示 さ れ る 色 感 が 一 致 す る 。 そ の 他 に 、 反 射 領 域 RAか ら 色 フ ィ ル タ
230が 除 去 さ れ 、 い わ ゆ る ラ イ ト ホ ー ル が 形 成 さ れ て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 色 フ ィ ル タ 230及 び 遮 光 部 材 220の 上 に は 、 位 相 遅 延 層 250及 び 等 方 性 媒 質 層 255が 形 成 さ
れ て い る （ 図 ２ 参 照 ） 。 位 相 遅 延 層 250は 好 ま し く は 、 反 射 領 域 RAを 覆 う 一 方 で 、 透 過 領
域 TAか ら は 除 去 さ れ て い る 。 逆 に 、 等 方 性 媒 質 層 255は 好 ま し く は 、 透 過 領 域 TAを 覆 う 一
方 、 反 射 領 域 RAか ら は 除 去 さ れ て い る 。 尚 、 等 方 性 媒 質 層 255は 、 図 ２ に 示 さ れ て い る も
の と は 異 な り 、 透 過 領 域 TAに 加 え 、 反 射 領 域 RA（ 特 に 位 相 遅 延 層 250の 上 ） に 形 成 さ れ て
い て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 位 相 遅 延 層 250は 遅 相 軸 （ slow　 axis） と 進 相 軸 （ fast　 axis） と を 有 す る 。 好 ま し く
は 、 遅 相 軸 と 進 相 軸 と が 互 い に 垂 直 で あ る 。 位 相 遅 延 層 250を 光 が 透 過 す る 時 、 進 相 軸 方
向 の 偏 光 は 遅 相 軸 方 向 の 偏 光 に 比 べ て 位 相 が 進 む 。 位 相 遅 延 層 250は 好 ま し く は 、 遅 相 軸
方 向 の 偏 光 と 進 相 軸 方 向 の 偏 光 と の 間 で 位 相 差 が 1／ 4波 長 に な る よ う に 形 成 さ れ る 。 等 方
性 媒 質 層 255は 位 相 遅 延 層 250と は 異 な り 、 透 過 光 の 位 相 を 全 て の 偏 光 方 向 で 一 定 に 維 持 す
る 。 こ こ で 、 等 方 性 媒 質 層 255を 図 ２ と は 異 な り 、 位 相 遅 延 層 250の 上 に も 形 成 す る 場 合 、
等 方 性 媒 質 層 255を 利 用 し て 共 通 電 極 表 示 パ ネ ル 200の 表 面 を 平 坦 化 さ せ て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 位 相 遅 延 層 250及 び 等 方 性 媒 質 層 255は 共 通 電 極 270で 覆 わ れ て い る （ 図 ２ 参 照 ） 。 共 通
電 極 270は 好 ま し く は 、 Ｉ Ｔ Ｏ や Ｉ Ｚ Ｏ な ど 透 明 な 導 電 体 で 形 成 さ れ て い る 。 二 枚 の 表 示
パ ネ ル 100、 200の そ れ ぞ れ の 最 も 内 側 の 面 に は 好 ま し く は 、 配 向 膜 （ 図 示 せ ず ） が 塗 布 さ
れ て い る 。 配 向 膜 は 画 素 電 極 191と 共 通 電 極 270と の 間 に 生 成 さ れ る 電 場 に 応 じ 、 液 晶 層 3
内 の 液 晶 分 子 を 配 向 さ せ る 。 一 方 、 二 枚 の 表 示 パ ネ ル 100、 200の そ れ ぞ れ の 最 も 外 側 の 面
に は 、 偏 光 板 12、 22が 備 え ら れ て い る 。 好 ま し く は 、 上 部 偏 光 板 22の 透 過 軸 と 下 部 偏 光 板
12の 透 過 軸 と は 直 交 す る 。 更 に 好 ま し く は 、 位 相 遅 延 層 250の 遅 相 軸 ま た は 進 相 軸 が 偏 光
板 12、 22の 各 透 過 軸 に 対 し て ± 45゜ の 角 度 で 傾 い て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 下 部 偏 光 板 12と 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル 100の 基 板 110と の 間 に は 補 償 フ ィ ル ム 15が
形 成 さ れ て い る （ 図 ２ 参 照 ） 。 補 償 フ ィ ル ム 15は 好 ま し く は 二 軸 性 フ ィ ル ム で あ り 、 三 つ
の 直 交 軸 （ x、 y、 z軸 ） の 各 方 向 で 屈 折 率 （ n x 、 n y 、 n z ） が 異 な る よ う に 形 成 さ れ て い る
。 更 に 好 ま し く は 、 厚 さ dの 補 償 フ ィ ル ム 15で は 、 厚 さ 方 向 （ z軸 ） に 対 し て 垂 直 な 方 向 （
x軸 、 y軸 ） で の 位 相 遅 延 値 R o と 厚 さ 方 向 で の 位 相 遅 延 値 R t h と が そ れ ぞ れ 、 次 の 不 等 式 (1)
、 (2)を 満 た す ：
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 40≦ R o ＝ (n x － n y )× d≦ 60、 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (1)
　 150≦ R t h ＝ [(n x ＋ n y )／ 2－ n z ]× d≦ 250。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (2)
【 ０ ０ ３ ３ 】
こ こ で 、 補 償 フ ィ ル ム 15の 遅 相 軸 を x軸 と し 、 進 相 軸 を y軸 と す る 。 好 ま し く は 、 補 償 フ ィ
ル ム 15の 遅 相 軸 （ x軸 ） が 下 部 偏 光 板 12の 透 過 軸 に 対 し て 平 行 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 液 晶 層 3は 複 数 の 間 隔 材 （ 図 示 せ ず ） を さ ら に 含 ん で い て も 良 い 。 間 隔 材 は 、 薄 膜 ト ラ
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ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル 100と 共 通 電 極 表 示 パ ネ ル 200と を 支 え て 両 者 間 に 所 定 の 間 隙 を 形 成 す
る 。 液 晶 表 示 装 置 は ま た 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル 100と 共 通 電 極 表 示 パ ネ ル 200と の
間 を 結 合 す る 密 封 材 （ 図 示 せ ず ） を さ ら に 含 ん で い て も 良 い 。 密 封 材 は 好 ま し く は 共 通 電
極 表 示 パ ネ ル 200の 周 縁 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 １ ～ ３ に 示 さ れ て い る 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ
ネ ル 100は 好 ま し く は 、 以 下 の 工 程 順 に 製 造 さ れ る （ 図 ４ ～ １ ３ 参 照 ） 。
　 最 初 の 工 程 で は 、 ま ず 、 基 板 110の 表 面 を 、 好 ま し く は ス パ ッ タ リ ン グ を 用 い て 導 電 膜
で 覆 う 。 こ こ で 、 そ の 導 電 膜 は 好 ま し く は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 系 金 属 、 銀 系 金 属 、 銅 系 金 属 、
モ リ ブ デ ン 系 金 属 、 ク ロ ム （ Cr） 、 タ ン タ ル （ Ta） 、 ま た は チ タ ニ ウ ム （ Ti） か ら 成 る 。
　 次 に 、 好 ま し く は フ ォ ト エ ッ チ ン グ 工 程 を 用 い て 導 電 膜 を パ タ ー ニ ン グ し 、 図 ４ 及 び 図
５ に 示 さ れ て い る よ う な 、 ゲ ー ト 線 121（ ゲ ー ト 電 極 124と 端 部 129と を 含 む ） 、 及 び 維 持
電 極 線 131（ 維 持 電 極 137を 含 む ） を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 第 二 の 工 程 で は 、 ま ず 、 好 ま し く は Ｌ Ｐ Ｃ Ｖ Ｄ （ Low  Temperature　 Chemical　 Vapor 
 Deposition） ま た は Ｐ Ｅ Ｃ Ｖ Ｄ （ Plasma　 Enhanced Chemical  Vapor　 Deposition） を
用 い 、 ゲ ー ト 線 121及 び 維 持 電 極 線 131の 上 に 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 140、 水 素 化 非 晶 質 シ リ コ ン
膜 、 及 び ｎ + 非 晶 質 シ リ コ ン 膜 を 順 番 に 積 層 す る 。 次 に 、 水 素 化 非 晶 質 シ リ コ ン 膜 と ｎ + 非
晶 質 シ リ コ ン 膜 と を パ タ ー ニ ン グ し 、 線 状 半 導 体 151（ 突 出 部 154を 含 む ） 及 び 抵 抗 性 接 触
層 164を 形 成 す る （ 図 ６ 、 ７ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 第 三 の 工 程 で は 、 ま ず 、 導 電 膜 を 好 ま し く は ス パ ッ タ リ ン グ で 積 層 す る 。 そ の 導 電 膜 は
耐 熱 性 金 属 （ 好 ま し く は 、 ク ロ ム 、 モ リ ブ デ ン 系 金 属 、 タ ン タ ル 、 ま た は チ タ ニ ウ ム ） か
ら 成 る 。 次 に 、 好 ま し く は フ ォ ト エ ッ チ ン グ 工 程 を 用 い て 導 電 膜 を パ タ ー ニ ン グ し 、 デ ー
タ 線 171（ ソ ー ス 電 極 173を 含 む ） ド レ イ ン 電 極 175（ 拡 張 部 177を 含 む ） を 形 成 す る （ 図 ８
、 ９ 参 照 ） 。 更 に 、 デ ー タ 線 171及 び ド レ イ ン 電 極 175の い ず れ に よ っ て も 覆 わ れ て い な い
抵 抗 性 接 触 層 164の 露 出 部 分 を 除 去 し て 抵 抗 性 接 触 層 164を 二 つ の 抵 抗 性 接 触 部 材 163、 165
に 分 離 し 、 両 部 材 の 間 か ら 線 状 半 導 体 の 突 出 部 154の 一 部 を 露 出 さ せ る （ 図 ９ 参 照 ） 。 こ
こ で 、 好 ま し く は 、 露 出 し た 線 状 半 導 体 の 突 出 部 154の 表 面 に 酸 素 プ ラ ズ マ を 照 射 し 、 そ
の 表 面 を 安 定 化 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 第 四 の 工 程 で は 、 ま ず 、 図 １ １ に 示 さ れ て い る よ う に 、 下 部 保 護 膜 180qを 好 ま し く は 化
学 気 相 蒸 着 （ Ｃ Ｖ Ｄ ） で 形 成 し 、 上 部 保 護 膜 180pを そ の 上 に 塗 布 す る 。 次 に 、 マ ス ク を 用
い て 上 部 保 護 膜 180pを 露 光 し 、 そ の 後 、 上 部 保 護 膜 180pを 現 像 す る 。 そ れ に よ り 、 ド レ イ
ン 電 極 175の 拡 張 部 177を 覆 う 上 部 保 護 膜 180qの 部 分 に 第 ３ 接 触 孔 185を 形 成 し 、 そ こ か ら
下 部 保 護 膜 180qの 一 部 を 露 出 さ せ る （ 図 １ ０ 、 １ １ 参 照 ） 。 更 に 、 上 部 保 護 膜 180pの 表 面
に 凹 凸 パ タ ー ン を 形 成 す る 。 そ れ と 同 時 に 、 透 過 領 域 TAか ら 上 部 保 護 膜 180pの 一 部 を 除 去
し て 透 過 窓 195を 形 成 す る 。 そ の 後 、 感 光 膜 を 利 用 し た フ ォ ト エ ッ チ ン グ 工 程 を 用 い て 下
部 保 護 膜 180qを パ タ ー ニ ン グ し 、 第 ３ 接 触 孔 185を 完 成 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 第 五 の 工 程 で は 、 ま ず 、 図 １ ２ に 示 さ れ て い る よ う に 、 透 明 電 極 192を 好 ま し く は フ ォ
ト エ ッ チ ン グ で 形 成 し 、 特 に 第 ３ 接 触 孔 185を 介 し て ド レ イ ン 電 極 175に 連 結 さ せ る 。 次 に
、 反 射 領 域 RAを 覆 う 透 明 電 極 192の 上 部 に 反 射 電 極 194を 好 ま し く は フ ォ ト エ ッ チ ン グ 工 程
で 形 成 す る 。 更 に 、 反 射 領 域 RAで は 反 射 電 極 194の 上 に 、 透 過 領 域 TAで は 透 明 電 極 192の 露
出 部 分 の 上 に 、 配 向 膜 （ 図 示 せ ず ） を 塗 布 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 第 六 の 工 程 で は 、 図 １ ３ に 示 さ れ て い る よ う に 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル 100の 基
板 110の 外 面 に 補 償 フ ィ ル ム 15と 下 部 偏 光 板 12と を 接 着 す る 。 こ の 時 、 補 償 フ ィ ル ム 15の
遅 相 軸 は 下 部 偏 光 板 12の 透 過 軸 に 対 し て 平 行 に 設 定 さ れ る 。 好 ま し く は 、 ま ず 、 補 償 フ ィ
ル ム 15を 接 着 剤 で 下 部 偏 光 板 12に 接 着 し 、 そ の 後 、 一 体 化 さ れ た 補 償 フ ィ ル ム 15と 下 部 偏
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光 板 12と を 接 着 剤 で 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル 100の 基 板 110に 接 着 す る 。 そ の 他 に 、 ま
ず 、 補 償 フ ィ ル ム 15を 下 部 偏 光 板 12の 一 面 に コ ー テ ィ ン グ で 形 成 し 、 そ の 後 、 下 部 偏 光 板
12の コ ー テ ィ ン グ さ れ た 面 （ す な わ ち 補 償 フ ィ ル ム ） 15を 接 着 剤 20で 基 板 110に 接 着 し て
も 良 い （ 図 ２ １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ２ に 示 さ れ て い る 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 共 通 電 極 表 示 パ ネ ル 200は 好
ま し く は 、 以 下 の 工 程 順 で 製 造 さ れ る （ 図 １ ４ ～ １ ８ 参 照 ） 。
　 第 一 の 工 程 で は 図 １ ４ に 示 さ れ て い る よ う に 、 共 通 電 極 表 示 パ ネ ル 200の 基 板 210に ブ ラ
ッ ク マ ト リ ッ ク ス 220を 好 ま し く は 以 下 の 順 で 形 成 す る 。 ま ず 、 基 板 210に 金 属 層 ま た は 金
属 酸 化 物 と 金 属 と の 二 重 層 を 蒸 着 す る 。 そ の 後 、 そ の 蒸 着 さ れ た 層 を フ ォ ト エ ッ チ ン グ 工
程 で パ タ ー ニ ン グ し 、 特 に ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 220の 切 開 部 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 第 二 の 工 程 で は 図 １ ５ に 示 さ れ て い る よ う に 、 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 220の 間 （ 特 に 切
開 部 の 内 側 ） に 色 フ ィ ル タ 230を 、 好 ま し く は 以 下 の 順 で 形 成 す る 。 ま ず 、 顔 料 分 散 型 感
光 性 樹 脂 を 基 板 210に 塗 布 す る 。 そ の 後 、 基 板 210を ホ ッ ト フ レ ー ト で ベ ー ク す る 。 更 に 、
フ ォ ト エ ッ チ ン グ 工 程 を 用 い て 感 光 性 樹 脂 を パ タ ー ニ ン グ す る 。 そ れ ら の 工 程 を 、 赤 色 、
緑 色 、 青 色 の 別 に 繰 り 返 す こ と で 、 各 色 の 色 フ ィ ル タ 230を 形 成 す る 。 こ こ で 、 色 フ ィ ル
タ 230は ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 220よ り 厚 く 形 成 す る （ 図 １ ５ 参 照 ） 。 更 に 、 各 色 フ ィ ル タ
230は 、 透 過 領 域 TAで 反 射 領 域 RAよ り 厚 く 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 第 三 の 工 程 で は 図 １ ６ に 示 さ れ て い る よ う に 、 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 220と 色 フ ィ ル タ 2
30と の 上 に 位 相 遅 延 層 250と 等 方 性 媒 質 層 255と を 形 成 す る 。 尚 、 位 相 遅 延 層 250と 等 方 性
媒 質 層 255と の 一 方 を 他 方 よ り 先 に 形 成 し て も 良 い 。 た だ し 、 位 相 遅 延 層 250は 好 ま し く は
、 透 過 領 域 TAに は 形 成 さ れ な い 。 位 相 遅 延 層 250と 等 方 性 媒 質 層 255と は 好 ま し く は 以 下 の
よ う に 、 別 々 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま ず 、 位 相 遅 延 層 250を 以 下 の 順 で 形 成 す る 。 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 220と 色 フ ィ ル タ 23
0と の 上 に 感 光 性 の 配 向 膜 を 塗 布 す る 。 等 方 性 媒 質 層 255が 形 成 さ れ る べ き 領 域 （ 透 過 領 域
TA） か ら 、 塗 布 さ れ た 配 向 膜 を 除 去 す る 。 残 り の 配 向 膜 を 露 光 し 、 そ の 配 向 膜 内 に 配 向 軸
を 形 成 す る 。 こ こ で 、 配 向 軸 を 好 ま し く は 、 偏 光 板 12、 22の 透 過 軸 に 対 し て ± 45゜ の 角 度
で 傾 け る 。 配 向 膜 の 上 に 液 晶 を 塗 布 し て 硬 化 さ せ る 。 こ う し て 、 位 相 遅 延 層 250が 完 成 す
る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 次 に 、 等 方 性 媒 質 層 255を 以 下 の 順 で 形 成 す る 。 位 相 遅 延 層 250が 形 成 さ れ て い な い 領 域
（ 透 過 領 域 TA） に 、 等 方 性 物 質 を 積 層 す る 。 積 層 さ れ た 等 方 性 物 質 を パ タ ー ニ ン グ し て 等
方 性 媒 質 層 255を 形 成 す る 。 そ の と き 、 好 ま し く は 、 位 相 遅 延 層 250の 上 か ら 等 方 性 物 質 を
除 去 す る 。 そ の 他 に 、 等 方 性 媒 質 層 255を 位 相 遅 延 層 250の 上 に も 形 成 し て も 良 い 。 そ の 場
合 は 、 等 方 性 物 質 が パ タ ー ニ ン グ さ れ な く て も 良 い 。 ま た 、 共 通 電 極 表 示 パ ネ ル 200の 表
面 全 体 を 平 坦 化 で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 上 記 と は 別 に 、 位 相 遅 延 層 250と 等 方 性 媒 質 層 255と を 以 下 の よ う に 、 同 一 の 工 程 で 形 成
し て も 良 い 。 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 220と 色 フ ィ ル タ 230と の 上 に 感 光 性 の 配 向 膜 を 形 成 す
る 。 そ の 配 向 膜 を 露 光 し て 配 向 軸 を 形 成 す る 。 こ こ で 、 配 向 軸 は 上 記 と 同 様 に 、 好 ま し く
は 偏 光 板 12、 22の 透 過 軸 に 対 し て ± 45゜ の 角 度 で 傾 け る 。 配 向 膜 全 体 に 液 晶 を 塗 布 し 、 マ
ス ク を 利 用 し て 常 温 で 露 光 す る 。 そ れ に よ り 、 位 相 遅 延 層 250を 形 成 す べ き 部 分 の み を 硬
化 さ せ る 。 温 度 を 液 晶 の 等 方 性 温 度 以 上 に 上 げ て 液 晶 を 等 方 性 物 質 に 変 化 さ せ る 。 マ ス ク
を 使 用 し て そ の 等 方 性 物 質 を 露 光 し 、 等 方 性 媒 質 層 255を 形 成 す べ き 部 分 を 硬 化 さ せ る 。
こ う し て 、 位 相 遅 延 層 250と 等 方 性 媒 質 層 255と が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 第 四 の 工 程 で は 図 １ ７ に 示 さ れ て い る よ う に 、 位 相 遅 延 層 250と 等 方 性 媒 質 層 255と の 上
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に 共 通 電 極 270を 形 成 す る 。 第 五 の 工 程 で は 図 １ ８ に 示 さ れ て い る よ う に 、 共 通 電 極 表 示
パ ネ ル 200の 基 板 210の 外 面 に 上 部 偏 光 板 22を 接 着 す る 。 こ の 時 、 上 部 偏 光 板 22の 透 過 軸 を
下 部 偏 光 板 12の 透 過 軸 に 対 し て 垂 直 に 設 定 す る 。 上 部 偏 光 板 22は 好 ま し く は 接 着 剤 20で 基
板 210に 接 着 さ れ る （ 図 ２ ０ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 一 般 に 、 位 相 遅 延 層 で の 位 相 遅 延 値 は 、 遅 相 軸 と 進 相 軸 と の 間 で の 屈 折 率 の 差 と 位 相 遅
延 層 の 厚 さ と の 積 で 表 さ れ る 。 屈 折 率 は 一 般 に 透 過 光 の 波 長 に よ っ て 異 な り 、 特 に 波 長 が
長 い ほ ど 屈 折 率 が 小 さ い 。 従 っ て 、 位 相 遅 延 層 で は 透 過 光 の 波 長 が 長 い ほ ど 遅 相 軸 と 進 相
軸 と の 間 の 屈 折 率 の 差 が 小 さ い 。 そ れ 故 、 赤 色 光 （ 波 長 約 640nm） 、 緑 色 光 （ 波 長 約 550nm
） 、 及 び 青 色 光 （ 波 長 約 460nm） の 間 で 位 相 遅 延 値 を 同 一 に 維 持 す る に は 、 透 過 光 の 波 長
が 長 い ほ ど 位 相 遅 延 層 が 厚 く 形 成 さ れ る べ き で あ る 。 本 発 明 の 上 記 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表
示 装 置 で は 好 ま し く は 、 赤 色 、 緑 色 、 及 び 青 色 の 画 素 間 で 位 相 遅 延 層 250R、 250G、 250Bの
厚 さ （ d R 、 d G 、 d B ） が 異 な る （ 図 １ ９ 参 照 ） 。 特 に 、 位 相 遅 延 層 250R、 250G、 250Bの 各 厚
さ が 不 等 式 d R ＞ d G ＞ d B を 満 た す 。 そ れ に よ り 、 赤 色 、 緑 色 、 及 び 青 色 の 画 素 間 で は 各 位 相
遅 延 層 250R、 250G、 250Bを 透 過 す る 光 の 位 相 遅 延 値 が 同 一 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 特 に 、 本 発 明 の 上 記 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 は 広 範 囲 で コ ン ト ラ ス ト 比 CRが 高 い （
図 ２ ２ 参 照 ） 。 図 ２ ２ で は 、 右 下 段 の ご く 一 部 を 除 き 、 ほ と ん ど 全 て の 位 置 で コ ン ト ラ ス
ト 比 CRが 10を 超 え て い る （ 尚 、 図 ２ ２ で は 、 外 周 に 沿 っ て 付 さ れ た 数 字 が 視 線 の 移 動 方 向
を 表 し 、 円 の 中 心 か ら の 距 離 が 表 示 パ ネ ル の 正 面 方 向 に 対 す る 視 線 方 向 の 角 度 を 表 し 、 白
黒 の 濃 淡 が コ ン ト ラ ス ト 比 CRを 表 す 。 ） 。 こ こ で 、 液 晶 表 示 装 置 の 表 示 パ ネ ル を 正 面 か ら
上 下 左 右 に 移 動 し な が ら 見 る 時 、 コ ン ト ラ ス ト 比 CRが 10以 上 に 維 持 さ れ る 範 囲 （ 特 に 、 表
示 パ ネ ル の 正 面 方 向 に 対 す る 視 線 方 向 の 角 度 で 表 し た も の ） を 一 般 に 「 視 野 角 」 と い う 。
図 ２ ２ か ら は 、 本 発 明 の 上 記 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 視 野 角 が 80° 以 上 で あ り 、 か
な り 広 い こ と が 分 か る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 例 に つ い て 詳 細 に 説 明 し た 。 し か し 、 本 発 明 の 技 術 的 範 囲
は 上 記 の 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 実 際 、 当 業 者 で あ れ ば 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記
載 さ れ て い る 本 発 明 の 基 本 概 念 を 利 用 し て い ろ い ろ な 変 形 や 改 良 が 可 能 で あ ろ う 。 従 っ て
、 そ れ ら の 変 形 や 改 良 も 当 然 に 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 に 属 す る と 解 さ れ る べ き で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 つ の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 に 含 ま れ て い る 一 つ の 画 素 近 傍 の 拡 大
平 面 図
【 図 ２ 】 図 １ に 示 さ れ て い る 折 線 II－ II´ に 沿 っ た 断 面 の 展 開 図
【 図 ３ 】 図 １ に 示 さ れ て い る 折 線 III－ III´ に 沿 っ た 断 面 の 展 開 図
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル を 製 造 す る 方 法 の う ち 、 第 一
の 工 程 後 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル を 示 す 拡 大 平 面 図
【 図 ５ 】 図 ４ に 示 さ れ て い る 折 線 V－ V´ に 沿 っ た 断 面 の 展 開 図
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル を 製 造 す る 方 法 の う ち 、 第 二
の 工 程 後 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル を 示 す 拡 大 平 面 図
【 図 ７ 】 図 ６ に 示 さ れ て い る 折 線 VII－ VII´ に 沿 っ た 断 面 の 展 開 図
【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル を 製 造 す る 方 法 の う ち 、 第 三
の 工 程 後 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル を 示 す 拡 大 平 面 図
【 図 ９ 】 図 ８ に 示 さ れ て い る 折 線 IX－ IX´ に 沿 っ た 断 面 の 展 開 図
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル を 製 造 す る 方 法 の う ち 、 第
四 の 工 程 後 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル を 示 す 拡 大 平 面 図
【 図 １ １ 】 図 １ ０ に 示 さ れ て い る 折 線 XI－ XI´ に 沿 っ た 断 面 の 展 開 図
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル を 製 造 す る 方 法 の う ち 、 第
五 の 工 程 後 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル を 示 す 断 面 図

10

20

30

40

50

(12) JP 2006-323386 A 2006.11.30



【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル を 製 造 す る 方 法 の う ち 、 第
六 の 工 程 後 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル を 示 す 断 面 図
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 共 通 電 極 表 示 パ ネ ル を 製 造 す る 方 法 の う ち 、 第 一 の 工 程
を 示 す 断 面 図
【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 共 通 電 極 表 示 パ ネ ル を 製 造 す る 方 法 の う ち 、 第 二 の 工 程
を 示 す 断 面 図
【 図 １ ６ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 共 通 電 極 表 示 パ ネ ル を 製 造 す る 方 法 の う ち 、 第 三 の 工 程
を 示 す 断 面 図
【 図 １ ７ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 共 通 電 極 表 示 パ ネ ル を 製 造 す る 方 法 の う ち 、 第 四 の 工 程
を 示 す 断 面 図
【 図 １ ８ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 共 通 電 極 表 示 パ ネ ル を 製 造 す る 方 法 の う ち 、 第 五 の 工 程
を 示 す 断 面 図
【 図 １ ９ 】 本 発 明 の 一 つ の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 に 含 ま れ て い る 、 赤 色 、 緑 色 、 及 び
青 色 の 各 画 素 を 示 す 断 面 図
【 図 ２ ０ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 上 部 偏 光 板 を 示 す 断 面 図
【 図 ２ １ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 下 部 偏 光 板 を 示 す 断 面 図
【 図 ２ ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 に つ い て 、 表 示 パ ネ ル を 見 る 角 度 と コ ン ト
ラ ス ト 比 と の 間 の 関 係 を 示 す 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 3  液 晶 層
　 12　 下 部 偏 光 板
　 15　 補 償 フ ィ ル ム
　 20　 接 着 剤
　 22　 上 部 偏 光 板
　 100  薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル
　 110  薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 表 示 パ ネ ル の 基 板
　 121  ゲ ー ト 線
　 124  ゲ ー ト 電 極
　 129  ゲ ー ト 線 の 端 部
　 131  維 持 電 極 線
　 137  維 持 電 極
　 140  ゲ ー ト 絶 縁 膜
　 151  線 状 半 導 体
　 154  線 状 半 導 体 の 突 出 部
　 163  線 状 抵 抗 性 接 触 部 材 の 突 出 部
　 164  抵 抗 性 接 触 層
　 165  島 状 抵 抗 性 接 触 部 材
　 171  デ ー タ 線
　 173  ソ ー ス 電 極
　 175  ド レ イ ン 電 極
　 177  ド レ イ ン 電 極 の 拡 張 部
　 179  デ ー タ 線 の 端 部
　 180  保 護 膜
　 180p　 上 部 保 護 膜
　 180q　 下 部 保 護 膜
　 181  第 １ 接 触 孔
　 182  第 ２ 接 触 孔
　 185  第 ３ 接 触 孔
　 191  画 素 電 極
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　 192  透 明 電 極
　 194  反 射 電 極
　 195  透 過 窓
　 200  共 通 電 極 表 示 パ ネ ル
　 210  共 通 電 極 表 示 パ ネ ル の 基 板
　 220  ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス
　 230  色 フ ィ ル タ
　 250  位 相 遅 延 層
　 255  等 方 性 媒 質 層
　 270  共 通 電 極 10
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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